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要約 

 

本書は、竹を用いた伝統産業に着目している。竹は、食べ物から家具まで、様々な場面で

幅広く用いられている。竹は、屋根や家具、食器などの小道具によく使用されているイメー

ジがあるが、昔から東洋の人々や動物の食べ物として用いられていた。 

 竹は、一般的に、素朴なもの、安価なもの、また質の悪いものという否定的に捉えられ

ている。しかし、現在はコンピューターケースのような、現在の消費者のニーズに合わせた

商品が開発されている。また、デザイナーなどの人々が関与することで、新たな商品が開発

されている。バンブーバイクのような、竹を使った乗り物を世界中へ輸出することを目指し

ているプロジェクトも進んでいる。竹は、柔軟性に優れており、ケニアなどでは道路の衝撃

を吸収するのに適している。 

このように、竹は、様々な場面で、持続可能性を持っている。 

 

感想 

 

竹は、日本での需要も減っており、近年、竹を使用した製品はあまり見かけなくなり、私

自身、ほとんど使用していない。しかし、竹は、以前から伝統産業として利用されており、

竹の新たな可能性を感じた。ご年配の方が使われているの買い物籠や食器としてのイメー

ジが強かったが、コンピューターのケースや眼鏡のフレームなど、現在のニーズに合った商

品も開発されている。また、アメリカやヨーロッパのデザイナーが、商品開発に関与するこ

とで、新たな可能性を提供することができるのではないかと感じた。デザイナーが職人と良

好な人間関係を築くことで、竹の今後の持続可能性はさらに高まると感じた。 
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